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1: ズ露首欝産”平時速度グラフ曾： 16x16,(): ×: 64..x64 

それぞれの相の代表的設空関パターンを臨Hζ示す。流動相ではミク
左下方向へ移動しながら生成と消舗をくり

る
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3 流動相から部分渋滞相への転移

涜動相から部分渋滞相への転移点付近の密度に対する平均速度のデータを、さらに大きな

システムサイズを加えて詳しくとった（図 3）。臥x64のデータでは、 2次転移のようにみえる
が、 256x256では速度が不連続になっているようでもあり、転勝の次数はまだ明確ではない。
システムサイズが大きくなるにつれて転移点は低密度に移るが、 L→∞でも転移密度は

有限な密度にとどまると思われる。
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図 3: 2 次転移付近の密度・平均速度グラフ・： 16xl6, <) : 32x32,×: 64x64, ｣:,. : 128x128, 

0: 256x256 

流動相から部分渋滞相への相転移のふるまいを特額づけるものとして、転移前後の密度に
おける最大クラスターサイズM，仰の時間変化を調べた。図4に最大クラスターサイズの時
間変化と、そのパワースベクトル I(w） 詰 jE~1 Mmaz(t)e2脚内2を示す。
転移点以下ではM”lQ3: ;5 20 であるが、転移点以上ではマクロなクラスターが存在する。密

度が大きくなるにつれてマクロなクラスタ｝の大きさ、生成頻度ともに増加する。
パワースペクトルはω の広い範囲にわたったベき間在 I(w） ～ ω一β示す。べき指数βを密

度ごとにプロットしたものを図5に示す。 βは転移点以下ではβ 盟 Oであるのに対し、それ

以上で急激に増加することから転移がおこっている考えられる。

4 完全渋滞相の空間パターン

完全渋滞相では、クラスターが樹枝状のパターンになる。そ乙で、ボックスカウント法で
次元を調べる。 ρ ＝ 0.35、 d=300 についてのものを図6~ζ示す。データは直線によくフィッ
トし、直線の傾きからフラクタル次元D= 1.734であるととがわかる。
システムサイズL=256の完全渋滞相の空間パタ｝ン在、様々な密度p、トリップ長dで

調べた。 d =300 として、 p = 0.40, 0.45, 0.50 ~ζ対してDを測定すると、 1.764, 1. 793, 1.818 

のように ρ とともに少しずつ増加した。
次にトリップ長老d= 100,400,450,550,600 と変化させて、それぞれの密度でボックスカ
ウントした。その結果、同じ密度ならば、トリップ長dの儲に関係なくフラクタル次元D は
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臨 6:d=300、 P= 0.35 のボックスカウント
結果。実難措額き 1.734の高難、横軸は 2Lを

l としたときのボックスの一辺の長さ、鱗軸
鵠車を合むセルの霊長

間 5: I盟品に訴したパワースベクト yしを特護費

告
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